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。

　

講
演
は
、ワ
ー
カ
ー
ズ
・コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の

概
要
、実
際
に
設
立
す
る
ま
で
の
流
れ
、ワ
ー

カ
ー
ズ
の
可
能
性
な
ど
、講
師
3
名
が
そ
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ぞ
れ
ワ
ー
カ
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ズ
・コ
レ
ク
テ
ィ
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し
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て
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織
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交
ぜ
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ら
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ま
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生
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年
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経
過
し
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ー
カ
ー
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あ
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さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
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が
ら
も
長
年
続

け
て
い
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は
、メ
ン
バ
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そ
れ
ぞ
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が
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働
き
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何
か
し
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じ
て
い
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か
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あ
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お
伝
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き
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ば
い

い
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と
い
う
思
い
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お
話
し
し
ま
し
た
。
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と
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い
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参
加
者
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ぞ
れ
が
発
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換
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し
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。
生
前
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墓
参

り
代
行
、自
治
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館
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活
用
し
た
居
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所
、

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
兄
弟
の
子

を
見
て
も
ら
え
た
ら
…
な
ど
、参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
出
し
合
い
、

場
所
や
条
件
、協
力
者
な
ど
が
あ
れ
ば
新
し

い
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
設
立
も
実
現
で
き
そ
う
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
手
段
と
し
て
、メ
ン
バ
ー
皆
が
経
営
者

で
あ
り
、自
分
の
時
間
や
考
え
方
を
大
切
に

し
、お
互
い
に
助
け
合
い
、す
べ
て
を
話
し

合
っ
て
決
め
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
い
う
働
き
方

に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
お
ひ
と
り

で
も
お
ら
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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　会議には、北海道、埼玉、神奈川（連
合会、ワーカーズ協会）、千葉、ぐんま、
愛知、福祉クラブ生協の各連合組織が
参加し、関西からは２名が出席しました。
事前に出した質問への回答を共有した
後、各加入団体の掛け金負担割合調査
のアンケート集計の結果を元に、意見交
換をおこないました。
　現在、W.Co共済の加入人数は、目標
3,200名に対し、3,060名となっている
そうです。
　各加入団体による共済加入メンバー
への掛け金補助については、ワーカーズ
が全額負担しているところ、加入者の個
人負担としているところ、折半のところ
が、約3割ずつとなっています。共済は
ワーカーズ同士の助け合い、同じワー
カーズの中での助け合いのために、掛け
金を団体の経費で負担するべきという考
え方や、個人の補償なのだから個人で負
担するべきという考え方、社会保険料も
折半なのだから折半でいいのではという

考え方など、各団体で違っていることが
わかりました。
　また、業種により、掛け金補助を平等
におこなうのが難しいところもあります。
例えば、家事介護のワーカーズでは、フ
ル常勤が必ずいる一方、月に１～２回勤
務のワーカーもいないと仕事が成り立た
ない。すべての加入者に平等に掛け金
を補助するようになるまで10年かかった
という報告もありました。
　W.Co共済は今後、対象者を組合員
（短時間労働者）やワーカーズ家族（2親
等）個人へも拡大していくことになるそう
ですが、名称は「ワーカーズ・コレクティブ
所得補償共済」で変えないとのことです。

NPO法人 福祉ワーカーズほーぷ
中島 紀子

2019年11月16日（土）13:30 ～ 16:40 （懇親会：17:00～18:40）  ライフプラン講座
W.coはんど

エ
ス
コ
ー
プ
大
阪　

福
祉
委
員
会　

主
催

　　　ワーカーズ・コレクティブ共済
事務委託組織交流会議 （K９）に出席しました

テーマ ： 「W.Co共済は今のW.Coにとって必要な保障なのか？」 
　　　　－W.Co共済の存在意義を再確認－ 

日時

場所

参加
無料

3月13日（金）

よりあい金剛  デイルーム

18：00～19：30

富田林市久野喜台1丁目24-2

問い合わせ先：NPO法人 W.Coはんど
TEL 0721-29-8333

「プラチナ世代のライフプラン
　　～人生 100年時代に備える」

「よりあい金剛」デイルームで

一緒に学びませんか？

健康で生きがいを持って暮らし、お金の不安を
小さくするためのライフプランを考えましょう。

第６回

ワーカーズ・コレクティブ共済㈱・会議室（横浜市）

「NPO法人 W.Co はんど」では、ファ
イナンシャルプランナーによるライフ
プラン講座を開催しています。他ワー
カーズの方もぜひご参加ください。

テーマ


